
第６節 環濠及び環濠内地区検出遺構

本節では、環濠及び環濠で囲まれた地区において検出 した遺構 と出土遺物について記載する。ただ

し、環濠で囲まれた地区内で出土 した遺構外の遺物については、第 ７節に掲載 した。

遺構は総数で３６基検出された （柱穴を除 く）。内訳は、環濠 １条、建物跡 ９軒、土坑１６基、溝跡１０

条である。

全体的に削平及び重複が著 しいため、検出された上記の遺構の遺存状態は良好でない。また、３０日

足らずの短期間内で調査を終了 しなげればならなかったため、個々の遺構を極力良好に検出すること

よりも重複関係の確実な把握に重点を置き、 トレンチを至る箇所に設定 して調査 した。

※環濠内地区において検出された遺構 と環濠との関係については不明と言わざるを得ない。なぜならば、遺物、遺構堆積土、遺構の重複関係、及び基本層

位の各方面で確認を行っても遺構のどれが環濠に伴うものかといった確実な根拠は得られなかったか らである。 しか し、環濠の存在をやや意識 して構築し

ていると思われる建物跡も中には存在 していることか ら、環濠とその内側の地区において検出された遺構とを全 く切り離 して記載するのは余 りに消極的で

あると考え、本節では、両者をまとめて報告す るものである。ただ しあえて 「環濠集落」の名称は用いない。

（１） 環 濠

立地 ・位置

環濠は、梵珠山地の南部から連なる標高約４０～４２ｍの低位段丘上 （前田野 目台地）に位置 し、調査区

の南端域、グリッドで言うところの６～１８ライン、Ｋ～調査区域東境界ラインの間において検出された。

調査区域東境界 ラインよりす ぐ東側の調査区域外は急峻な崖となってお り、さらにその東側には平

坦地を挟んで大釈迦川が蛇行 しながら南流 している （写真 １、航空写真参照）。調査区域東境界 ライ

ンよりす ぐ東の崖は、近年における河川改修の際に形成 されたものと思われるが、その事実確認はで

きなかった。

本地点か ら南側に約８００ｍ離れた地点には、古代か ら中世にかけての環濠集落 と考えられる高屋敷

館遺跡 （現在整理中）が所在する。

規 模

濠 は、東側を流れ る大釈迦 川に向か い コの字状に確認 された。

濠 は、東側の調査区域 外に さらに続 いて いた もの と推察 されるが、濠 の続 きと考え られる窪み など

は地表面 の踏査で も全 く確認 できなかった。

【平面】 （第 Ⅴ― ６― （１）― １図）濠 は一重で ある。幅は１５０～４４０ｃｍで、全長 （検 出長 ）は７４．１ｍ

である。

【断面】 （第 Ⅴ― ６― （１）― ２図）断面形 は、地点毎にば らつ きが認 め られ る ものの、主に幅広の

皿形～揺鉢形 を呈す る。確認面か らの深 さは約５４～１２３ｃｍで、西濠 のほぼ 中央であ るＪ―１１，１２グリッ

ド部分が最 も浅 く （５４ｃｍ）、北濠東 末端 のＥ―１４，１５グ リッ ド部分が最 も深 い （１２３ｃｍ）。南濠の最深

部はＥ― ６グ リッ ド部分で ある。濠の中に入 り込んだ水は、西濠のほぼ中央 を境に して北濠最東端、

南濠最東端 へと流れ る。

－ ２２９ －



土層断面 （Ｂ― Ｂ’） よ り観察す ると、南濠 は一度構築 された後に内側が埋 め られ、外側 に拡 張 さ

れ ている。

※土塁は確認されなかった。

環濠で囲まれた地区の規模

環濠で囲まれた地区の面積 （調査範囲）は約４８６㎡を測る。東側の削平 されたと思われる部分まで

を含めて本来の規模を推定するな らば約５６０㎡ くらいは有 していた ものと考えられる。

重複 関係

Ｅ― ６グ リッドにおいて第１５３号溝跡 と重 複 し、本環濠 の方が新 しい。

Ｈ― １７、 Ｉ―１７グ リッ ドにおいて第１１８、１２１号溝跡 と重複 し、本環濠が古い。

Ｈ― １６グ リッドにお いて第１６９号溝跡 と重複 し、本環濠 との新 旧関係は不明。

Ｆ―１６、Ｇ― １６グ リッ ドにおいて第３２号建物跡 と重複 し、本環濠が新 しい。

堆積土

６地点 にお いて セクシ ョンベル トを設定 し観察 した ところ、一般的に レンズ状 に堆積 してい る傾 向

が伺 える ものの、堆積土には地点毎 に特徴 がみ られ、各 々８～４５層に分層 された。Ａ ―Ａ’は ８層、Ｂ

―Ｂ’は３１層、 Ｃ― Ｃ’は４０層 、Ｄ― Ｄ’は１７層、 Ｅ― Ｅ’は４５層、 Ｆ― Ｆ’は３３層に分層 された。

堆積土 の下位においては 自然堆積す る過程で砂の混入がみ られる。

環濠堆積土中に焼土 ブロ ック、火山灰 の堆積 は認め られなか った。

出土遺物

平 安時代 の土師器坏 （底面 １１片 ・堆 積土８０片）、土師器甕 （底面５０片 ・堆積 土７２４片）、須恵器坏

（堆積土１８片）須恵器鉢 （堆積土 １片）、須恵器壼 （底面 １片 ・堆積土２３片）、須恵器甕 （堆積土３３片）

砥石 （堆積土 １点）、土玉 （底面 １点）が出土 してい るが、ま とま りのある出土状態 は一切み られず 、

大半が混入 した ものであると考 え られ る。

環濠の内側では、 ロームブ ロックを多量に混入 した土壌 が観察 されたが、濠を構築す る際の掘 り上げ

土 と して認定できる もので はない。

濠に関連すると考えられる柱穴

明確に柵列と考えられる柱穴は検出されなかったが、環濠内部の ５地点で１２基の柱穴列を検出 した。

これら１２基の柱穴列の性格については不明とせ ざるを得ない。なお、橋脚の跡 と考えられる柱穴は確

定できなかった。

濠の構築時期

濠の堆積土中か ら中世と考えられる遺物は全 く出土せず、また土師器、須恵器 も非常に断片的なも

のであるため、環濠の構築された時期は大まかに平安時代としか断言できないが、少なくとも把手付

土器の出現以前と判断できる。

－ ２３０－
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（ 2 ）建物跡

　環濠内地区からは9軒（拡張している建物跡は 2軒とする）の建物跡が検出された。

　竪穴部分が検出されなかったものについても、外周溝と考えられる平面Ｕ字形の溝跡とカマドとの

位置関係より推定して建物跡として認定したものもある（40Ｈ、41Ｈ）。これは、環濠内地区全体が

かなり削平を受けている（31Ｈ南北セクションＡ－Ａ’参照）ことを考慮して、積極的に判断した結

果である。

竪穴部

　カマドは、ほとんどが東側に位置する（29Ｈは不明）が、31Ｈと42Ｈは南側に位置する（31Ｈは42

Ｈを拡張したものである）。壁高は削平のために不明なものが多い。

外周溝

　9軒のうち、 8軒の建物跡（22Ｈ、26Ｈ、29Ｈ、31Ｈ、33Ｈ、40Ｈ、41Ｈ、42Ｈ）には外周溝が付

随し、30Ｈだけは付随しない。22Ｈ、26Ｈ、29Ｈ、31Ｈの4軒の外周溝は一部が途切れる構造のもの

であるが、大規模な削平の結果である可能性もある。

掘立柱部

　22Ｈ、26Ｈ、31Ｈ、40Ｈ、42Ｈの 5 軒には掘立柱建物跡が付随する。

建物跡の重複関係

　建物跡のほとんどは重複関係にあり、環濠外地区と比較しても、非常に重複度が高い。建物跡は、

環濠内地区のほぼ中央、グリッドで言うところの12ラインを境にして南側と北側に集中する（第Ⅴ－

6－（ 1）― 1図）。ここでは、環濠内地区をグリッドの12ラインで区切って南区、北区と称し、記

述する。

　南区では22Ｈ、26Ｈ、33Ｈ、41Ｈの 4軒の建物跡が重複し、北区では、29Ｈ、30Ｈ、31Ｈ、40Ｈ、

42Ｈの5軒の建物跡が重複する。新旧関係は下記の通りである。

　これら南区、北区の重複する建物跡の前後関係に、火山灰（白頭山苫小牧火山灰（Ｂ－Ｔｍ））を

介在させて以下に模式的に表す。

　これら9軒の建物跡の変遷については、第Ⅶ章第 1節（ 2 ）に述べている。
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（3）　土　坑

環濠内地区からは12基の土坑が検出された。

　長方形を呈する土坑は比較的他の遺構よりも新しい傾向が伺える。

31Ｈの竪穴部の北西コーナーに検出された方形の土坑は、31Ｈの貼床下に検出されたものであるが、

竪穴部のコーナーを意識しているかのような位置に検出されたため、一時的に31Ｈと共存したもので

ある可能性がある。

　紙数の都合上、記載は観察表にまとめた。
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（ 4）溝 跡

　10条の溝跡が検出された。第178号溝跡からは、近世磁器が出土しているため、環濠が構築された

時期とは大きく隔たるものである。

　紙数の都合上、記載は観察表にまとめた。



第７節 遺構外の出土遺物

（１）土師器 （第 Ⅴ― ７― （１）― １～ ５図）

多数 の破片資料の うち、復 元 し、図示 しえたのは２８点のみであ る。

１ 杯 （１～ ５）

すべて ロクロ使用で、再調整は していない。器形は、底辺部にやや くびれを有 し、やや内湾気味に

立ち上 が り、 口縁部 にも くびれ を有 し、内湾気味に立 ち上が るものと直線的に立 ち上がるものがある。

１は、 口径１５．０ｃｍ、器高６．９ｃｍ、底径６．６ｃｍで、他 と比べて大振 りで ある。 １、 ３は、二次焼成を受け、

外面にスス （油跡）が付着 してい る。 また、 １は底辺部に 「大」の字 に似たヘ ラ書記号を、 ５は底部

にヘ ラ書記号 を有す る。

２ 皿 （６）

ロクロ使用で、再調整は していない。 口径１４．１ｃｍ、器高３．０ｃｍ、底径５．２ｃｍを測 り、器高に対 して 口

径がかな り大 きい。底部は１．６ｃｍほ どの厚 さが あ り、内外面に ススが付着 して いる。

３ 皿 〔かわ らけ〕

① ロクロ使用の もの。

Ａ ：小型 の もの （７ ・８ ・１２）

口径 は ９ｃｍ、高 さは ２ｃｍほ どで ある。器形は、底辺部にほんの少 しくびれを有 し、ほぼ直線的

に立ち上 がる。いずれ もススが付着 して いる。

Ｂ ：大型 の もの （９ ・１１）

口径 は１４ｃｍ、高 さは４ｃｍほ どで ある。器形 は底辺部 に くびれを有 し、内湾気味に立 ち上が る。

１１の内面 には炭化物 （油跡 と思われ る）が こび りついている。

② 非 ロクロ使用の もの （１０）

口縁部 に ヨコナデ、外 面の下半及 び内面はユ ビナデ調整 を施 して いる。炭化物 が付着 してお り

内外面 ともに黒色に近い。

① 、② のいずれ にせ よ、灯 明具 と して使用 された可能性が高 く、平安時代末期の もの と思われ る。

４ 甕 （１３～２８）

口径や底径 か ら、大型、 中型 、小型 に分類 で きる。１４は ロクロ使用で 、再 調整は ない。 口縁 部は

「く」 の字状 に短 く外反す るものが大半 を占める。調整は、 口縁部 が ヨコナデ、体部 がヘ ラケズ リな

い しはヘ ラナデが施 されてい る。化粧粘土 （１４・２１）や内面黒 色処理 （２２）を施 した もの、二次的に

火を受 けてススや炭化物等が こび りついて いる もの （１４・２０・２４・２５）、底部に木葉痕 が残 る もの （２

８）がある。

－２７３ －
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（２）須恵器 （第 Ⅴ― ７― （２）― １～ ４図）

出土量 は、壷が最 も多 く、次いで大甕、坏、鉢の順 となる。 図示 しえた ものは１５点 のみで ある。

１ 坏 （１～ ５）

すべて ロクロを使用 している。 口径１２．６ｃｍ、底径 ５ｃｍ前後 である。つ くりは簡略化 されてお り、調

整は内外面 と も良好であ る。器形 は、内湾気味に立ち上がる もの と直線的に立ち上がる ものの ２種類

があ る。焼成 はおおむね良好 で、灰色 ない し暗緑灰色を呈す る。 １、 ３、 ５は火 ダスキ痕が残 る。な

お、胎土分析の結果、 ２は搬入品 と推定 されてい る。

２ 鉢 （６）

ロクロを使用 してお り、器高に対 して 口径が大 きい。 口縁部 が短 く屈 曲 し、体部 中央 に最大径を も

つ ものである。

２ 壷

口頚部 の形態か ら、長頚壷 と短 頚壷 の ２種類に分類 される。 ただ し、ほ とん どが破 片で あ り、全体

を把握す ることはで きない。

①長頚壷 （７～１６）

７は、 口唇部が非常に薄い。器形 は、 口頚部が直線的に立ち上 が り、 口唇部で大 きく外反す る。 口

頚部にはヘ ラ書 き記号が刻まれている。 ８は、 口唇部上面が平坦で ある。器形は 口頚部 か らラッパ状

にゆ るやかに開 くもの と思われ る。 ９は、 口唇部上面お よび外縁部 が＞状を呈 し、外縁部下部 に張 り

出 しを持ち、内縁 に段 を有す る。器形 は、 口頚部か らラ ッパ状 にゆるやか に開 くもの と思われ る。

また、１３～１９は底部 に菊花状調 整痕 が残 り、 ３ｍｍ前後の低い台がつ くりだ された形 になって いる。

② 短頚壷 （１７～２４）

口唇部 の形状か ら、 い くつかに分類 できる。１７・１８・１９、２１は 口唇部上面が平坦で、外縁部 に沈線

またはゆるい凹み を有 し、外縁部下部に張 り出 しを もつ。２０、２２、２３は、 口唇部が外 削 ぎ状で ある。

２４は、底辺部破片で、 回転糸切痕 が残 る。色調 は、おおむね黒 みがか った灰色で、 自然釉 が付着 して

いるもの もある。 なお、胎土分析の結果 、１９と２３は搬入品 と推定 されている。

４ 甕 （２５、２６）

２５は、短い 口頚部が大 き く外反 し、 口唇部 が平坦で、 口縁部外縁 に沈線 を有す る。

－ ２７９ －
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（ 3）土製品

　遺構外からは 3点の土製品が出土した。いずれも土玉である。

　遺構内出土のものは、胎土が緻密で、黒色に焼成されるものが比較的多いが、遺構外のこれら 3点

で黒色に焼成されるものは認められない。3には途中穿孔の孔が認められる。

（ 4）鉄製品

　遺構外から出土した鉄製品は18点あり、出土地点が不明な2点を除き、出土層位はすべてⅠ層であ

る。分布傾向としては、調査区域のＧ～Ｌライン，84～93ライン上に集中している。特に第 2号建物

跡が検出された上層に集中している傾向が窺える。

　以下、種類ごとに遺物の概要を説明する。

　刀子は 9点出土した。全て茎部・刃部とも欠損している為、詳細は不明である。比較的刃部の残り

は良いが、関の不明瞭なものが多い。 4を除いて磁石の付着力が強いことから、平安時代よりやや新

しい時代が想定される。鎌は 2点出土している。15は基部若しくは刃部が直線的な形状であり、大型

の鎌であると思われる。17は先端が丸みを帯びているが摩滅によるものかどうか不明である。また、

磁石の付着力が強いため、平安時代よりやや新しい年代が想定される。注目すべき点は、鍋の一部と

思われるものが 2点出土していることである。2点とも第2号建物跡竪穴部上層からの出土で、14の

一部に面取りしたような跡がみられる。吊金具と思われるもの（ 9・10）は幅・厚みともほぼ同じで

あり、同一個体と思われる。紡錘車は 1点出土している。第16号建物跡出土のものより一回り小さい

が形状からみて平安時代のものである可能性は高い。鉄滓は総数25点あり、因みに遺構内出土のもの

は 6 点である。出土層位は全てⅠ層からで、総重量は1315.8ｇである。椀形の鉄滓 1点（19）のみ図

示し、その他の鉄滓は写真報告とした。



－ 285 －



－ 286 －

（5）　石製品

　遺構外からは 6点の石製品が出土した。いずれも砥石で全て欠損している。

1～5は細粒凝灰岩製、 6のみ細流砂岩製である。溝状擦痕の認められるものが多い。




